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E璽璽闇
大iサ部臥では5月中の池田射撃場の

使用日程をつぎのとおり変更します

から充分注意してください。

実i'lli口fl:5月25 11から

3 0日まで。(庶務課)

圏

福
祉
事
務
所
大村市監査公表第|号

地方自治法矛 199条才3項の規定により

定期監査を執行したので、その結果を次

のとおり公表する O

概

究

福

υ
事
務
所
は
所
長
以
下
二
十
七

名
の
峨
員
が
表

1
の
と
お
り
配
置

さ
れ
、
庶
務
、
保
護
、
社
会
お
よ

び
国
民
年
金
の
四
係
に
分
か
れ
、

生
活
保
護
法
、
社
会
福
祉
事
業
法

身
体
障
害
者
福
祉
法
、
民
生
委
員

法
在
ど
に
基
づ
き
社
会
福
祉
に
関

す
?
の
業
務
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て

し
る
。
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昭和 38年 4月 3

大村市監査委員

同

事
務
処
理
の
状
況
は
、
お

治
む
ね
良
好
と
認
め
ら
れ
る

が
、
在
治
細
部
に

つ
い
て
は

検
討
、
改
芹
を
要
す
る
点
も

あ
る
の
で
今
後
の
善
処
を
要

望
す
る
。

2 

生
活
保
護
に
つ
い
て

生
活
保
護
費
の
支
給
事
務

に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
五
年

度
よ
り
三
十
七
年
度
三
一
一
十

七
年
十
一
月
末
現
在
)
ま
で

の
状
況
を
保
護
の
種
類
別
に

示
せ
ば
表

2
の
と
お
り
で
あ

る。
生
活
保
護
費
支
給
に
つ
い

て
過
誤
払
を
発
見
し
た
場
合

当
該
係
員
に
お
い
て
過
誤
払

金
額
を
保
護
費
支
給
簿
よ
り

返
納
金
処
理
簿
に
転
記
す
る

'
と
と
も
に
、
該
帳
簿
に
基
十

き
返
納
告
知
書
を
発
し、

返

納
入
よ
り
、
返
納
金
を
受
領

後
過
誤
払
調
書
に
よ
る
決
裁

ト左
受
け
て

b
b
、;
す
な
わ
ち

F

'

来
持
.識
の
ま
ま
係
員
が
返
納

事
務
止
処
理
心
て
い
る
結
果

と
な
っ

て
お
り
適
当
で
・
泣
い

の
で
、
成
規
の
手
続
に
よ
り

処
理
す
る
よ
ろ
留
意
さ
れ
た

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

定期 監.査

福松事務所

c1月23日---25日)
農 林課

c1月28日へ2月1日)
建設課

(2月4日-----5日)

• 車窓
j首

1 

文
書
な
ら
び
に
会
計
諸
帳

票
の
整
理
事
務
に

つ
い
て
は

か
ね
が
ね
監
査
検
査
等
に
お

い
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
が
、
本
監
査
に

沿
い

て
も
、
次
の
事
項
に

つ

い
て
留
意
善
処
が
望
ま
れ
、

特
に
事
務
担
当
者
の
不
断
の

努
力
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る。

監査の種類

監査の対象
および時期

監査の結果

ω起
案
文
書
に
決
裁
ゐ
よ
び

2 

施
行
年
月
日
在
ら
び
に
保

存
年
限
が
ほ
と
ん
ど
記
入

さ
れ
て
い
な
い
。

ω文
書
の
整
理
に

ソ
い
て
保

存
年
限
の
異
な
る
文
書
を

同
じ
簿
冊
に
編
て
っ
し
た

も
の
が
相
当
数
見
交
け
ら

れ
た
。

ω外
部
か
ら
の
受
付
宍
暫
で

当
然
に
上
司
へ
の
川
比
ま

た
は
決
裁
手
続
の

ん
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
、
そ
の
処

理
が
・
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、

当
該
文
書
綴
に
編
て
っ
さ

れ
た
も

の
が
ふ
る
。

川刊
火
山
伏
議
蓄
芹
い
た
は
旅
行

命
令
書
等
は
、
そ
の
控
に

も
少
な
く
と
も
主
管
課
長

ま
で
決
裁
印
を
受
け
る
と

と
も
に

、
廃
案
と
な
っ
た

も
の
は
必
す
原
決
議
害
総

(
ま
た
は
原
命
令
書
続
)

の
も
と
の
筒
出
に
川
・
付
し

充
，μ
心
円
配
氾
入

ノド
ト
仔

!
・
:
ll
:
i
;
i
t

し
て
お
く
よ

う
に
川
怠
在

市
ね
て
を
た

の
で
あ
る
が

2 

一
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。

請
負
工
事
入
札
に
づ
い

て

業
者
の
提
出
し
た
入
札
書
で

県
に
刈

一3
る
ヘ
札
蓄
用
紙
を

そ
の
江
北
九
州
肌
川
し
て
入
札
を

れ
行
し
て
い
る
も
の
が
相
当

数
あ
っ
た
が
、
一
本
市
に
対
す

る
入
札
℃
あ
る
こ
と
を
引
際

お
ら
し
め
る
よ
う
.
入
札
書

む
様
式
を
定

め

と

れ

に

よ

る
入
札
川
行
山
一指

4
が
望
ま

ぺし

ぺ
J

U

品
川

/

3 

身
体
院
害
者
福
祉
問
係

一可

こ
つ
い
て

ぃ
。
ま
た
、
返
納
金
は
係
員

が
受
領
し
返
納
入
に
福
祉
事

務
所
長
名
義
の
領
収
証
を
交

付
し
当
該
返
納
金
は
数
日
分

か
ら
約
一
カ
月
分
を
と
り
ま

と
め
て
市
金
陣
に
納
入
さ
れ

る
た
め
長
期
の
も
の
は
一
カ

月
間
係
員
が
保
管
し
て
い
る
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員2

が
(
実
際
に
は
係
員
が
封
筒

に
入
れ
封
印
し
、
収
入
役
室

の
金
庫
に
保
管
)
返
納
現
金

の
取
扱

い
は
あ
く
ま
で
も
法

定
の
出
納
職
員
名
義

K
沿
い

て
行
わ
れ
る
よ
う
す
み
や
か

に
是
記
せ
ら
れ
た
い
。
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主

ω身
体
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
末
現
在

に
治
け
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
は
六
百
九
十
四
件
と
な
っ

て
ゐ

b
本
年
度
に
ゐ
け
る
援
護

実
施
状
況
は
表

3

・4
(、次
頁
)

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

ω児
謹
扶
養
手
当
に

つ
い
て

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
在

い
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り

児
童
福
祉
の
増
進
を
計
る
目
的

っ
て
、
昭
和
三
十
七
年
一

を
も

月
児
童
扶
安
手
当
法
が
施
行
さ

れ
、
市
長
に
沿
い
て
そ
の
一
部

事
務
の
取
扱
い
を
行
っ
て

い
る

が
、
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
末

現
在
k
h
m
け
る
支
給
状
況
は
表

5

(次
頁
)
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

ω母
子
福
祉
資
金
に
つ
い
て

母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
事
務
は

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
都
道
府

j

県
の
事
務
と
し
て
設
定
さ
れ
た

で
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
も
の

-

よ
り
当
市
へ
同
事
務
の

一
部
委

任
が
な
さ
れ
、
同
年
十
二
月
当

該
事
務
の
引
継
を
行
(
次
頁
へ
〉



( 2) 

たは金 つ
つ表最た
て B よも
い ・ てr([) 
る 1返 で
O の is ib 
と金 D
告の
り~貸
と洗付

昭
和
三
十
六
年
度
末
治
よ

び
昭
和
三
十

七
年
十
二
月
末

現
在
に
沿
け
る
被
保
険
者
の

紋
況
長
よ
び
昭
和
三
十
七
年

度
に
治
け
る
印
紙
の
売
さ
ば

き
状
況
は
表

3
・
刊
の
と
治

り
で
あ
り
、
検
認
状
況
に
つ

い
て
は
昭
和
三
十
七
年
十
二

月
末
現
在
四
十
四
・
八
ガ
を

示
し
、
県
平
均
七
十
五

・
七

ガ
に
比
し
、
は
る
か
に
下
回

り
県
内
最
下
位
と
な
っ
て
い

る。

5
閏
民
年
金
関
係
に
つ
い
て

4
生
業
資
金
貸
付
金
に
つ
い
て

生
業
資
金
貸
付
金
の
償
還

に
つ
い
て
は
表

8
の
と
治
り

と
・な
っ
て
い

る
が
、
当
該
資

金
の
貸
付
は
昭
和
三
十
年
度

ま
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で

既
に
償
還
期
限
後
相
当
年
数

を
経
過
し
て
い
る

の
で
更
に

実
体
を
調
査
検
討
の
よ
、
回

収
不
能
と
認
め
ら
れ
る
も
の

忙
つ
い
て
は
欠
損
処
分
の
措

d
且
を
識
す
る
と
と
も
忙
、
未

回
収
貸
付
金
の
徴
収
確
保
に

つ
い
て
は
積
極
的
忙
推
進
せ

ら
れ
た
い
。
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6 
会
計
諸
帳
簿

っ

て

会
計
諸
帳
簿
の
整
理
は
も制

治
む
ね
良
好
と
認
め
ら
れ
た

が
、
備
品
台
帳
、
消
耗
品
受

払
簿
に

つ
い
て
は
整
理
が
不

完
全
で
特
に
消
耗
品

に
つ
い

て
は
、

昭
和
三
十
七
年
七
月

以
降
整
理
が
し
て
な
い
状
況

で
あ

っ
た
し
一
般
に
物
品
管

理
は
金
銭
に
比
し
て
料
視
さ

れ
が
ち
で
あ
る

の
で
今
後
の

普
処
を
強
〈
要
望
す
る
。

，- ‘ 37奇ニ)2月友現在;

中立 J鍍遼殺 寿ミ横~玖訊え瀕 )18如何年長京教妓

32 手~ ノ 8 .3.ダ5ご~ pf J.2ρρpl ノア/，:<ノ8月 ノえ 737月

33 ~ 95"7，11./.5 ノ.3/，(:< f ア4:"♀ oノタ ノ/-<<:，{(dO  

31/.. ク dノ之方々ρょ? 235"ゴ‘.z 5'6?U6 2.5 LJ， d/，( 7 

35 3 1. z:<3. sノρ 3ぞ.:]/{7 f?.5 d， .'1タア 之6.3.ノ:<2

36 タ /.Z7?do6 /， 9. ;<6 /，( / 0 ノ6，20.;) :<.6.3ノ 0.3

|ヨ引J告2}¥十緩措〉 λ0/<9， 672 クオヌ 74.6 一
式72イ27ρ {Jo::<. 511.ρ :3フ58/8{' fU!J..QOf' 

4号3褐主主替安企知護身)j調主須翌三土足元

そ者ご金アか玄士4亙L五- 紹，lrJ35宇品t 泌拘片手品主 婦如 31ヰ主王
J半道気~ j民 J半荻金 殺 Jキ紋金 穎

主苧来整担、鑑始爽金
~ 1キ ノ b ~OOO Pj .!<:'，N二 之3々 。ρρl可. 2 tt. ノρeloooA 

続賛金 ノぷ ぷ115，00ρ ぷ 2dS-.，oo /3 $'之ご)000

まz:.dt資金 ノo 98000 ぷ ご「ノ000 之 .l;.ooeJeJ 

きこ治資金

4差益湖-伊惑を企 Z -，，$:000 3 ;6#>. () 0 0 b .;):}!;eJeJO 

Hト挙資そ企 38 :S"J.p'ooo ぶノ ニナ之~ 00ρ L<..I< Lil.<.6eJO ρ 

決2凶I~手突金

4チポ突合 / 
/2， 0 0ρ 之 2/.000 

きγ b 8 λ;z39， 000 ;，. 0 )'25/.ρρρ 6 9 ，;，Ll.67ρ00 

手12'守主ミ堤な〕-BJJ.漏社賞金嘆かす主手火比較沃

(.3マ羊)2)ヨ友互恵在〉直三禁場寄金契H~金洋夜ßJ)観的便通~j文京己2乏θ

茨 q

-a; 
¥、

苦手l並列

I史 ) D 0河印紙 ]50月印J凡‘ 206斤印紙 ]0 月却手六.

没入杉、 dミ残i没入 訴訟 タ全 従入 :}A ~ 《 寝入 私~ F矢

4巧sμF l)./i，t萩8 ノ/70
政
$，76 
広
C 1<11.2民2 λ3ヨF ノ3政 .，1.:)> j文 C 成予 之s煉: ) 0 政

JSミ
ノS

5月 λ ~OO λ!;'S6 λ1/ IJ. λIJ.ρO ノ:&30 ，ρρ8 コr-o .t($ 5. ~ 7 θ 

一 '-ーーーーーー『巴-一 一
6月 λノ00 λ之1<'219721.1. 50ρ 

『月之ノ0012'.156'1cノ広 三宅ρρC

8月バool.J.;3ρ ノoノタ ιれ C

q Flメ/，00メ33..<'1;25'71/.アρρ

J J月 λ300 λ366λιoy λ8;0

)2月 /j11. 00 与!N.I.!ノf??5、 /<600

l月 ぇfo01.3ノS'/， λ68ρ ぷ 700

きr1 2~ 768 1 Z~ ρ71' 一利p6 0

倒的拝金印紙更さ)ざとさ枚、記
長)0必如何芋長• 農

林

課

，旬、

有誌五五平と夜
l扇子1磁極 耕 イト吾首

一 先立

パス等生松村重1子所、隣煩縄敏匂4 戒、
去万をAZ糊7更文 ノ4々 減:1; 6ρo JI笑」げ?京駅で ノ0&叔 ノ3)f叙 ノILタ胤ノ70)え

4 ，司 々々 j ア ヒ'"7 fi' 'づ ;，、P 
河d
5・ 1/.7 f./. 長)$2

列 一 一
6 一 ク4 2S- 8之S

31 マ， ;ZdO  ;o::i f?5 Jdd  :ZZ2 ノ20 メノ79 6.3 ごfρ

ヰ
8 $1 一 一 &:2 一 82~ど /.( 

l支
q ， 1，1.6 一 3ノ 一 gタぷ

)D J z ρρ ノノ 4 74 $00 Sタ ~ 8-8 λ:2 57 

J J ， ゴア g ρ ア ニ~8 2 

)2 ， z ρρ .i;</J. j ρρ 37b .36Z Jノ70 $0 So 

計 λご「ρρ 871 S7 2'，7d ρ 8/J.b 1./.7ρ C?7.3f ノ之ノ ノoZ一 但

戸沢 調主~ J更
j賞 遣を 穎

永被選摂
弱点。 3ワ主手投素材頼

ヱマ手投 ノρ0，000)13 I.JO  ρ 円 91，，;7$0月 32SV
pj 

'28. 9 ..(<0，-<000 20  ρρ 3$"2.tLoo <<;守 600

2tf 次こ~2， 500 ..1. ;500 ぷyλ 600 80， Pρρ 

30 ， 1;t.67ごfρρ 4:.< !;'o J~ 之， 7 !; 0 /:347So 

31 9 ，36ヌニcoo ..6，050 Z3:Z， 600 ノ.3/./.， 900 

3叉， D7  5~o 800ρ 々々 クご「ρ Z6， ?ご~O

33 ， ノξρρC ρ ノ之 SρO ':2 :5'00 

きT /， 6'7(7， 0.00 23/00 ノ:.4(ノ1:， z!;o 4.Je?， 650 
~~ 

1 
概

呪
本
課
は
課
長
以
下
三
十
山

名
の
職
員
(
臨
時
職
員
を
合

む
)
が
表
刊
の
と
治
り
配
置

さ
れ
て
治
り
、

農
務
、
耕
地

林
務
、
振
興
の
四
係
に
分
れ

農
業
、
畜
産
業
、
林
業
、
耕

地
に
関
す
る
業
務
を
そ
れ
ぞ

れ
分
担
執
行
し
て

沿
り
、
特

忙
新
農
村
建
設
事
業
、
農
業

構
造
改
善
事
業
等
特
業
経
営

の
改
善
に

つ
い
て
多
大
の
努

力
が
払
わ
れ
て
い

る。

主
治
、
昭
和
三
十
七
年
度

農
業
土
木
事
業
の
執
行
蚊
況

は
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
未

現
在
表

η
の
と
お
h
y
と
な
っ

て
い
る
。

2
令
計
経
理
事
務
に
つ
い
て

川
賃
金
支
払
に

つ
い
て
は

資
金
削
波
の
方
法
に
よ
り
行

わ
れ
て
い

る
が
、
一

つ
の
支

払
に

つ
い
て
領
収
証
を
二
通

徴
し
、

一
唖
は
前
渡
資
金
精

算
書
に
添
付
し
収
入
役
室
に

一
週
は
控
と
し
て
支
払
明
細

書
綴
に
編
て
っ
し
当
課
に
保

管
さ
れ
て
い
る
が
、

一
つ
の

賃
金
支
払
に
a

い
て
二
通
の

領
収
祉
を
徴
す
る
こ
と
は
適

当
で
在
い
の
で
事
務
整
理
上

必
訟
な
ら
ば
写
を
作
威
し

て

告
か
れ
た
い
。

ω旅
貨
の
精
算
に
つ

い
て

所
定
の
精
算
期
間
後
一
月
以

'‘~ 

L! 

d 

，イタ

3 

J 

1/.. 

メト

一一山
一…日一
計

むi
g 

災J2 利{u3 'r ;1
0 

It: .~~ .i~ 1干:汚設が'Uf;)¥;'¥，¥ う7干InltJl1任)
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1 ~科松災 を子

ハ二夫災考

|品1忠則告知)助成苧~

[:!と「円一元

上
も
経
過
し
て
精
算
さ
れ
た

も
の
が
見
交
け
ら
れ
た
が
、

特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
は

そ
の
旨
精
算
書
に
付
記
し
て

上
司
の
承
認
を
受
け
て
告
く

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
所
定
期

間
内
の
精
算
励
行
を
厳
に
さ

れ
た
い
。
ω職
員

K
貸
与
し
た
物
品

に
つ
い
て
職
員
よ
り
句預
り
証

を
徴
し
て
い
・
な
い
が
、
物
品

(
次
頁
へ
)



会
計
規
則
に
よ
れ
ば
貸
与
を

受
け
た
者
よ

b
預

D
証
を
徴

す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い

る
の
で
遵
守
さ
れ
た
い
。
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3 
ト
フ
ク
タ

使
用
料

つ
い

り大付市政だよr 3 ) 

て

経
過
後
担
当
課
に
お
い
て
作

成
さ
れ
た
と
思
料
さ
れ
、
ま

た
、
運
転
日
誌
に

つ
い
て
も

係
員
の
記
入
後
上
司
へ
の
供

覧
手
続
も
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
調
走
の
基
礎
書

頬
と
し
て
は
不
備
で
あ
る
の

で
、
使
用
者
よ
り
使
用
願
に

申
請
ど
お
り
実
施
済
(
面
積

種
別
等
に
変
更
が
あ
れ
ば
そ

の
旨
注
記
し
て
)
の
旨
の
承

認
印
(
少
壮
く
と
も
申
込
者

自
身
の
署
名
な
ど
)
徴
し
て

ゐ
く
な
ど
更
に
適
実
在
処
理

が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
当
該
使
用
料
金
の

決
定
に
つ
い
て
条
例
の
適
用

を
誤
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
、
今
後
出

意
さ
れ
た
い

-

畑
作
、

土
闘
改
良
等
の
事

業
を
行
う
た
め
の
機
械
施
設

と
し
て
昭
和

三
十
四
年
度
よ

り
ト
ラ

ク
タ

ー
を
以
よ
り
借

用
し
て
使
用
し
て

お
り
、
そ

の
使
用
状
況
を
年
度
別
に
示

せ
ば
表
日

の
と
お
り
で
あ
る

当
該
使
用
料
の
徴
収
に
つ

い
て

は
、
前
回

の
臨
査

(
昭

和
三
十
五
年
度
)
に
沿
い
て

も
調
定
の
基
雌
書
矧
の
不
備

を
指
摘
し
、
是
正
を
安
盟
し

そ
の
後
意
を
用
い
ら
れ
て
は

い
る
が
、
な
岳
、
使
用
願
ハ

使
用
通
知
書
、
使
用
許
可
審

4
林
務
関
係
に
つ
い
て

と
三
連
の
伝
崇
に
な
っ
て
い

る
)
と
運
転
日
誌
が
劃
定
の

基
胎
書
類
と
な
っ
て
お

b
使

用
願
は
ほ
と
ん
ど
相
当
期
間
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部
分
林
契
約
に

つ
い
て
、

造
い
刊
者
が
死
亡
し
た
場
合
に

は
そ
の
相
続
人
は
遅
滞
な
く

当
該
権
利
義
助
を
承
継
し
た

こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え

が
こ
れ
の
指
導
が
徹
底
し
て

い
な
い
の
で
善
処
さ
れ
た
い

約に還の代を必 徴 書 と者しし つな者まら亡るて
害関約採表除要ましの にをよて 造 たさでた十 事 こそ
を す 者取者きでたて添な選う申林の れあ、そ実との
作る K 及、 、な、 島付つ定と請者で てる当のがに旨
成事対び林市い造かがてしすそが注いの該届あなを
し 項 す配野 長と林れない てる の二意な に死出るつ市
なにる分保と認者たいる届場他名さいそ亡が K て長
け つ 処な護協 めはい のがけ合の以れも の者なもいに
れい置ら、議た市。で、出は行上たの変がきかる届
ばてなび産し場長 必選る代為共いが更 代れかがけ
な規ど K 物て合が 十任こ表を向。あも表歩わ死出

1 
ょ の めなら 善 行る失びの土うさむ名分土 概
びな 努らお れ、 事し 業業に 計木、 れ)のか木本
建お力れ検た向務て務対住画工港てが職れ整課要
築、をる討が上処いを策宅、事湾沿表員、備は
工当要のを細の理る そ 事建設ゐ 、り 16".....課、監
事年望で要部 あに。れ業 設計 よ河道の臨長建理
の度す、すにとっ ぞな、、び川路と時以築
執のる今るつがい れど都施建、、お職下の土
行土。後点い見て 分に市行築そ橋り員五四木
吠木 ーもて受は 担関計な工のり配を十係改
況治 層認はけ改 執す繭ら事他よ置含六に良

• 建
設

課

ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

r自由ー-四、回一'. 
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は
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
末

現
在
表
げ
の
と
お
り
と
な
っ

τい
る
。

2
畳
配
事
務
等
に
つ
い
て

ω道
路
工
事
な
ど
の
用
地

買
収
に
伴
う
登
記
事
務
に
つ

い
て
は
、

早
期
処
理
に
努
力

が
は
色
わ
れ
て
い
る
が
、
昭

和
三
十
七
年
十
二
月
末
現
在

未
登
記
件
数
の
状
況
は
表
刊

の
と
会
り
で
総
件
数
は
六
百

八
十
九
筆
、'
こ
の
う
ち
昭
和

一
一
一
十
四
年
度
以
前
の
六
百
二

十
一

筆
が
そ
の
大
部
分
を
占

め
て
治

b
、
こ
れ
は
前
回
の

監
査
時
に
沿
い
て
、

当
課
が

作
成
提
出
し
た
昭
和
三
十
五

年
四
月
三
十
日
現
在
の
昭
和

三
十
四
年
度
分
ま
で
の
未
登

記
四
百
六
十
一

筆
よ
b
増
加

を
み
て
い
る
の
で
あ
る
が
こ

の
原
因
は
、
市
道
で
な
い
既

存
道
路
が
市
道
と
し
て
認
定

供
用
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て

そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
発
見

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

未
登
録
の
主
な
原
因
は

判
既
存
迅
路
が
市
道
と
し
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て
認
定
供
用
事
れ
た
も

の
に

つ
い
て
現
況
と
土
地
台
帳
字

図
左
ど
と
不
突
合
の
も
の
。

N
W
未
登
記
の
ま
ま

つ
宥

つ

ぎ

K
転
売
さ
れ
、
所
有
権
移

転
登
記
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

現
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
。

治
よ
ぴ
相
続
登
記
が
注
さ
れ

て
な
く
相
続
関
係
者
が
多
数

で
そ
の
う
ち
死
亡
、
失
跡
し

た
も
の
。

川
門
災
害
復
旧
そ
の
他
の
事

由
に
よ
り
急
雌
を
要
す
る
な

ど
工
事
着
子
が
登
記
事
'務
に

先
行
し
関
係
地
番
、
字
図
境

界
な
ど
の
踏
査
峰
認
が
お
く

れ
不
突
合
の
も
の
。

な
ど
が
あ
け
ら
れ
こ
の
点
急

速
な
解
決
が
望
め
な
い
も
の

が
桐
当
数
認
め
ら
れ
る
が
、

後
日
の
紛
争
を
避
け
る
た
め

に
も
未
査
記
川
地
の
一
掃
に

コ
い
て
は
、

一
般
の
努
力
主

期
待
す
る
も

ω
で
あ
る
ο

ω買
収
さ
れ
た
用
地
の
代

金
支
払
事
務
に
つ
い

て、

登

記
済
未
確
認
の
ま
ま
、

支
出

命

令
書
に
登
記
済
の
印
を
捺

し、

支
出
し
た
も
の
が
相
当

数
み
う
け
ら
れ
た
が

「
登
記

済
印
」
は
本
市
会
計
事
務
の

取
扱
上
契
約
履
行
済
の
確
認

調
書
の
意
義
を
有
し
、
収
入

役
の
出
納
事
務
執
行
は
こ
れ

に
基
歩

い
て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
今
後
事

務
処
理

に
つ
い
て
は
厳
に
注

意
さ
れ
た
い
。
な
岳
、
登
記

未
完
了
の
ま
ま
で
代
金
を
支

払
う
べ
き
特
別
の
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
モ
の
旨
の
決
裁

を
経
て
支
出
命
令
を
発
す
る

こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る

ω工
事
用
物
品
に
つ
い
て

は
、
収
入
役
よ
り
委
任
を
受

け
た
指
定
物
品
出
納
員
が
、

こ
れ
の
山
納
保
管
を
行

っ
て

治
り
、
当
該
出
納
員
は
似
品

台
帳
沿
よ
び
消
耗
品
受
払
簿

を
備
え
て
整
理
し
て
い
る
が

こ
の
場
合
は
山
納
得
に
よ
る

整
理
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る

当
課
の
よ
う
に
出
納
の
多
い

箇
所
で
台
帳
に
よ
る
整
理
を

し
て
い
る
た
め
に
整
理
不
十

分
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
備
品
台
帳
で

は
取
扱
数
量
が
多
い
た
め
、

各
工
事
現
場
に
あ
る
も
の
と

在
庫
総
量
は
わ
か
る
が
v
)

れ

の
内
訳
は
直
接
把
握
が
困
難

友
状
況
で
あ
り
、
今
後
は
所

定
出
納
簿
を
使
用
し
各
工
事

現
場
な
ど
に
物
品
を
交
付
し

た川崎

合
は、

現
場
責
任
者
よ

り
受
領
書
を
徴
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
に
よ
り
出
納
簿
に

払
い
出
し

の
記
帳
を
な
し、

工
事
が
終
了
し
返
納
さ
れ
た

物
品
は
出
納
簿
に
受
人
の
記

帳
を
す
る
な
ど
、
常
に
在
庫

量
の
確
認
物
品

の
需
給
計
画

の
便
宜
性
を
考
慮
し
た
整
理

が
望
ま
れ
る
。
を
た
工
事
用

材
料
品
に

つ
い
て
、

受
払
簿

、
に
繰
越
が
な
さ
れ
て
い
な
い

結
果
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
材
料
品
が
あ
り
、
・
な
か

に
は
使
川
不
能
の
も
の
も
め

っ
た

の
で
モ
の
適
正
処
理
に

間
同
意
さ

μ
た
い
。

3
市
道
に
つ
レ
て

市
道
の
状
況
に
つ
い
て
は

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
末
現

在
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
た

も
の
は
二
百
四
十
七
路
線
で

こ
の
う
ち
ま
だ
供
用
開
始
に

至
っ
て

い
な
い
も
の
が
七
路

線
と
な
っ
て
治
り
、
市
道
の

総
延
長
は
二
百
四
十
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う
ち
舗

装
延
長
は
七
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
(
総
延
長
対
比
三
・
一

μ)
と
な
っ
て
い
る
。
道
路

(
次
頁
へ
)
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( 4) 

台
帳
の
整
備

に
J

い

て
は
懸

案
の
事
項
で
あ
h
y
、
市
道
現

況
把
握
の
上
か
ら
も
、
そ

の

'完
成

K
は
特
段
の
配
慮
ず
望

白ま
れ
る。

な
お
、
心
一
道
占
用
の
許
可

お
よ
び
古
川
村
徴
以
状
況
は

表
日
。(
前
頁

)
の

と
お
り
と

な

っ
」て
-い
る
υ

4
矢
業
対
策
本
業
に
つ
い
て

り

円二 十 三 年 策
と百一 千十 事 l用
な五 川マ百 ご 業利1
つ 十 で ー七 ι月 計 三
て 六卒~\ 't末 は一十
い 万 行 七 説 、七
る 九 済 万 在 昭 ド
。千額二w 予 初 度
三は ご子 算三 矢
十 二六 総 十業
二 千 百矧 七 台対
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い徴 l亡 率〉 球 徴 払 な 労 な清 (3)五 71，: (2)内 道 (J) る の 聞
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住た え主あて 実 た に幣当い件 十 設 港 保 i立、
宅 いつる 、i青 る お 査該る 二七 荷 昭湾 存 要
使 。て が検 に 港 い(使。 万 年揚 和 施 す で
用 い、 討 即 湾 て昭 用 八十 場 三設 るあ
料 る まを し 施、和 料 百二‘使 十 使 よ る
に の だ 要 注 設 そ 三 に 印 月 用七 用 う な
つ で そ望い使 の 十 つ 円 末料年 ‘料 陀 ら
い 善 のしも用根五い ，と 現 ば 度 に さ ば
て 処 またの条拠年でーな 在昭港 つ れ
さまの，と例条度は つ十 和湾 い た 写
れにで し が例)前 て 三 三施 て い を
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昭
和
三
十
七
年
度
住
宅
使

用
料
の
収
入
状
況
は
、
昭
和

三
十
七
年
十
二
月
末
現
在
表

引
の
と
お
り
と
な
っ

て
い

る

現
年
度
分
に

一ソ
い
て

は
市
営

住
宅
八

O
戸
県
営
住
宅
九

一

、
五
八
M
F

の
徴
収
率
と
な

っ

て
い
る
が
、

相
当
期
間
滞
納

し
て
い
る
者
も
み
う
け
ら
れ

た
の

T
、
徴
収
に
つ
い
て
は
~

'一
層
の
努
力
が
期
待
さ
れ
る

も
の

で
あ
る
。

、過
年
度
分
に

つ
い
て
は
昭

和
三
ナ
六
年
度
末
に
お
い
て

昭
和
二
十
四
年
度
よ
り
同
三

十
一

年
度
ま
で
の
う
ち
、
滞

納
者
の
行
先
不
明
の
も
の

に
、

つ
い
て
欠
損
処
分
止
し
て
い

る
が
、
表
口
に
示
す
と

お
り

相
当
年
数
が
経
過
し
た
も
の

に
つ
い

て
は
更
に
実
態
を
調

査
し
、
適
実
在
処
置
を
と

る

よ
う
要
望
す
る
。

，--

芋 i曳 言珂 え 玖 状入者瀕 調支計叱 収入朱荷額
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h

一日
現
目
一
の
生
サ
ク
牽
授

、与

ー
!

i

一一
一凶
目
の
小
児
マ

ヒ
生
ワ
ク

で
希
望
者
は
巾
役
酬
の
山
務
緑

色》ア
ン
の
E

投
与
を
行
た
い
ま
す
。

ぺ
申
し
込
み
く
売
さ
い
ο
:

穏
当
者

申
込
用
紙
壮
庶
務
課
土
た
ー

G
今
年
一ニ
'月
才
一

副
の
投
与
を

張
附
に
あ

b
ま
す
。

う
け
た
も
の
0

1ω募
集

精

L

労
務
職
員

ー
②
昭
和
三
十
七
年
十
二
月

一日

(清
掃
犬
、・
泊
品
工
夫
)

か
ら
三
十
八
年
二
月
二
十
八

同

募

集

人

員

芯

干

名

門

ま
で
に
生
れ
た

の
。

村
山
募
資
梢

満
二
十
才
か
ら

投
与
期
日
と
場
所

ゐ
お
む
ね
間
十
才
ま
で
の
男
子

;

投
与
日
投
与
場
所

該
当
山町

で
学
歴
は
中

学
校
卒
業
松
度
。

5
月
初
日

竹
怯
小
町
松

ω受
付
期
間

五
月
十
日
か
ら

H

黒
木
小

黒
木
北
川
内

五
月
十
八
日
ま
で

(
白
曜
日
を

H

東
大
村

小

大

多
武

い
く
)

O

そ
の
他
ド
杭
左
ど

に
f
5
吋

nu
般
原
小

松

原

が

一四間
重
小

福

一奥

つ
い

て
は
庶
務
課
或
は
出
張
閉

M

菅
瀬

小

諸

民
瀬

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

:

5
月
幻
日

鈴

田
小

鈴
田

(庶
務
課
)

中山
人
小

中

央
小
校
区

M

西
大
村
小

回
大
村
小
校
区

5
同
，M
θ

一ニ浦
小

三

浦

H

三
城
小

三
城
小
一枚区

5
月
幻
同

大

村
小

犬
村
小
校
区

※
時
間
は
い
ず
れ
も
l
時
初
分
か
ら

3
時
ま
で
。

当
臼
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

開
問
阿
国

o
S
1
r
a
s
e
間
間
関
魁
o
s
l
r
as
e

グ
み
ん
な
参
加
し
よ
う
4

恒
例
の
市
民
体
育
祭
が
今
年

は
新
緑
の
五
月
に
行
な
わ
れ
ま

す。

実
施
要
領
は
つ
ぎ
の
と
4
8

p
で
す
。

期
日

五
月
二
十
六
日

〈
日
)

九
時
か
ら
四
時
半
ま
で。

(
雨

天
の
場
合
取
止
め
)

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

種
目
④
町

(
公
民
館
)
の
部

四
百
米
リ
レ

(
組
)

ボ
ー
ル
踏
し
リ

レ
l

(組
)

ボ
i
ル
送
り
競
争

〈
組
)

ピ
シ
引
き
リ
レ

l

(組
)

ち
ど
り
競
走
(
個
人
)

福
引

(
個
人
)

札
合
わ
せ
二
人
三
脚
(
個
人
)

②
子
供
会
の
部

八
百
米
リ
レ

l

(組
)

四
百
米
リ
レ

i

(組
)

四
百
米
競
走
(
個
人
)

5

・M
A
j
-
--
市
民
体
育
祭

千
五
百
米
競
走
(
佃
人
)

③
婦
人
会
の
部

支
部
対
抗
リ
レ

l

綱
引
マ
ス
ゲ
ー
ム

④
青
年
団
の
部

支
部
対
抗
十
五
種
目

⑥
職
場
人
の
部

商
広
員
業
種
別
対
抗
リ

レ
i

職
場
別
対
抗
リ
レ

l

⑥
自
由
参
加
の
部

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス

民
的
ラ
ジ
オ
体
操
才

一

仮
装
競
争
(
個
人
ま
た
は
凶

体
)
三
千
米
競
走
(
教
育
委
員
と
)

労
務
職
員
を
募
集

市
で
は

つ
ぎ

の
と
治
り
，川
務

職
員
を
公
募
し
て
治
り

?
す
の

az--'E・
g
・--zz-=
-Zet-
----ez
ュ--
zz
z'z=
zr
・・=-z
=rL
MEz-
-'E
z-
--ze
---ヨ
=zrLF-
-
zr
-z-
=
zrz--
2・--
zz
--Ez
---2
・
z
z
e
--
-

純大

忠村

の
業
績
を
求
め
て

聞圃

米
飯
堤
供
業

者
登
録
の

受
付

本
年
凡
設
以
申
請
交
付
期
限

は
五
川

二
十
日
ま
で
と
な
っ

て

お
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
か

た
は
各
凶
係
組
合
わ
由
で
市
民

却
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

(市
民
諜
)

ハ
保
険
附
生
説
)

1 1 1 賀島 、 H~ .~J ! 

伝馬場、i')lIJ、水口1、上、 下U:l.e i ! .~ 

松並 、 jJ!j小路 、 辻田 ‘ 新 h，~ 、 l'? dJ

寿よf、沖田 、皆同

桜:g場、医{松

J'I.福 争、弥劫寺、よ!(t， 管場

今宮、野i日、 重JI:111 

11'( ~!iI ; よりヒ

rlJ ，~i5 よりF'

竹陪一円

!日 差;繍 I~是 I窃 fぽ|付

"卜:1.IJI.Ji ''0 1 I;，~::品目: f)~ 

農業構造改善守業部落説Hi'会日 F表

凶戸川む
ο
H
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一、i
 
r-
-

z多、ー
タナ

春の交通安全運動

お互いにきまりを守り

事故をなくそう。

五
月
十
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
臼
問
、
ん
I

凶

一

斉
に
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人

一
人
が
、
き
め
ら
れ
た
こ

と
を
よ
く
刈

り
、
よ
く
守
h
y
、
こ
れ
を
正
し
く
実
行
す
る

三
と
に

よ

っ
て
事
故
も
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
全
1

明
る
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
υ

こ
の
運
動
を
機
会
に、

お
互
が
も
っ

と
交
通
に
た
い

す
る
考
え
を
新
に
し
人
命
尊
重
に
努
め
た
い

も
の
で
J

(大
村
警
察
署
。
大
村
市
交
通
安
全
陥
会
)

松
田
教
授
の
講
演
会

皆
さ
ん
ご
承
知
の
「
大
村
純
忠
伝
」
の
著
者
松
田
毅

一
先
生

(清
泉
'
k
l
ぺ

学
教
授
、
横
浜
国
立
大
学
経
済
学
部
講
師
)
を
お
迎
え
し
て

「南
欧
の
ペ

々
に

大
付
純
忠
の
業
筒
を
求
め

℃
」
と
い
う
演
題
の
も
と
に
‘
五
月
二
十
|
(
パ
)

午
後
四
時
よ
り
園
芸
高
校
講
堂
で
講
演
を
き
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

と
く
に
関
心
の
あ
ら
れ
る
方

々
の
た
め
に
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賀 111;ク ラプ

国大吋農協支所

場戸日 IL'i1Ikl 

5.149，::1O 

14，00 

5，15 9，30 寿 占 公民鰭

υ 14，00 悩|公 公民苦

5，16 9 10 ');J;助寺公民 J官

庁 14，00 今 富公 豆沼

5，17 9，30 東)'t寺 b民 泊

11 14，00山下梶壱会民官

5，18 9，30 jす恰神社会指

5，20 9，10蓄 j相 公民清
1/ 14，00 民〈 公民館


